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材料表面への微細構造作製は，潤滑特性を向上させる手法として，様々なアプローチが試

みられており，レーザー加工による高精度な微細加工が期待されている[1]。また工業応用の

観点から，ナノ秒パルスレーザーによる大面積加工が望まれているが，熱影響による突起物

のような溶融物が発生することが問題となる。突起物は接触面間で表面荒さを増大させるた

め，研磨工程が必要になる。本研究では潤滑特性向上を目的として，Al 合金表面に対し水中

ナノ秒パルスレーザー加工を行った。ターゲットを水中に設置してレーザー照射を行う水中

レーザー加工では，加工領域の冷却による熱影響の低減，デブリの急冷による再付着防止な

どによる加工品質の向上が見込まれる[2]。作製した微細穴構造表面を加工表面と断面方向か

ら観測した SEM 画像を Fig.1 に示す。図中の矢印は溶融物を示し，水中加工では，大気中加

工よりも構造周縁部分の溶融物のサイズが小さくなり，溶融物の減少を確認した。EDX によ

る構造表面の酸素元素マッピングの結果を Fig.2に示す。Fig.2(a)(b)は表面SEM画像，Fig.2(c)(d)

は酸素元素マッピングを表し，Fig.2(c)(d)では白色部分が強く酸化している。大気中加工では，

表面に広い酸化分布が見られたが，水中加工では，構造周縁の狭い領域に限定されているこ

とを確認した。酸化分布の縮小から，水中加工における熱影響領域が縮小していると考えら

れる。当日は，Al合金表面への多数の微細穴構造作製による，潤滑特性向上を確認したので，

これについても報告する。 
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Fig.1 大気中加工と水中加工の表面 SEM観察 
(a)(b)加工表面 (c)(b)断面方向 

Fig.2 大気中加工と水中加工の酸化分布 
(a)(b)加工表面(c)(d)酸素元素マッピング 
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